
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災を受け、博物館・美術館（Museum）、図書館（Library）、文書館（Archive）、公民館（Kominkan）（以下、

MLAK）の関係者及び支援者では、各施設の被災情報・救援情報を集約した「saveMLAK - 博物館、図書館、文書館、公民館

（MLAK）の被災・救援情報サイト」（以下、saveMLAK:http://savemlak.jp/）を開設しました。 

saveMLAK では、被災した施設や人々が、どのような被害を受けているのかという被災情報、どのような支援を必要としている

のかという救援情報を集め、集約していくとともに、被災した施設や人々に対して、博物館、図書館、文書館、公民館といった

施設やそこに関係している人々ができること、必要と思われることを提供していきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

saveMLAK プロジェクト
 
 
 
 
 
 

saveMLAK は、博物館・美術館、図書館、
⽂書館、公⺠館の関係者や⽀援者等の有志
によって構成される saveMLAK プロジェク
トが運営しています。 
 
2011/3/11 東⽇本⼤震災 
3/12 savelibrary 開設 
       savemuseum 開設  
3/13 savearchives 開設 
3/16 ＭＬＡスカイプ会議 
    savekominkan 開設 
4/4   第 1 回 Meet Up 「saveMLAK」へ 
4/11   プレスリリース saveMLAK 始動 
4/19 第 2 回 saveMLAK Meet Up 
4/23 緊急討議「東⽇本⼤震災 被災⽀援と
MLAK－いまわたしたちにできることは」 

於：学習院⼤学 およそ 500 名参加 
・当⽇会場参加者：およそ 400 名 
・インターネット中継：100 名以上   

4 ⽉ 23 ⽇ＮＨＫニュース 
「被災⽂化施設の⽀援で議論」

http://nhk.jp/N3vL6VWs 

 

博物館, 図書館, ⽂書館, 公⺠館 (MLAK) 

東⽇本⼤震災 被災･救援情報 
saveMLAK プロジェクト 
2011.4.11 始動 

専⾨技能ボランティア
募集中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
saveMLAK  では、被災地への直接・間
接の⽀援にあたる博物館・美術館、図書
館、⽂書館、公⺠館（MLAK）の運営に
関する専⾨技能を持つボランティアの登
録を受け付けています。趣旨にご賛同い
ただける⽅は、「saveMLAK 専⾨技能ボ
ランティア（プロボノ）登録フォーム」
のページよりご登録ください。積極的な
ご参画をお待ちしております。 
 

http://bit.ly/saveMLAKform 
 

登録者数 56 名（2011/4/28 現在） 
＊登録者の概要：現役の司書・学芸員、国内外の保

存修復専⾨家、翻訳、司書・学芸員資格取得者、埋

蔵⽂化修復家、展⽰修復関係、情報デザイン専⾨ 

など 

 

saveMLAK 
博物館※、図書館、⽂書館、公⺠館
（MLAK）の被災・救援情報サイト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
saveMLAK-博物館※、図書館、⽂書館、公
⺠館（MLAK）の被災・救援情報サイト
は、東⽇本⼤震災で被害を受けた被災地域
の⽂化・歴史を⽀え、地域の交流・学習・
情報拠点としての役割を担ってきた博物
館・美術館、図書館、⽂書館、公⺠館の被
災・救援情報を集め、その情報を共有する
ことを⽬的としたサイトです。 

http://savemlak.jp/ 
Twitter: @saveMLAK  

 ハッシュタグ#saveMLAK 
 
※博物館・美術館以外にも、科学館、プラネタリウム
含む天⽂施設、動物園、⽔族館、植物園、記念館、⺠
俗資料館など、広く関係施設を含みます。 
 

ML メンバー196 名（2011/4/28 現在） 

 

 
お問い合わせ先：saveMLAK パブリック・リレーションズ担当：岡本、⼭村、北岡 
E-mail：pr@savemlak.jp 電話：070-5467-7032（岡本） 

住所：神奈川県横浜市中区相⽣町 3-61 泰⽣ビル 2F さくら Works＜関内＞ 

アカデミック・リソース・ガイド株式会社内 saveMLAK プロジェクト                                                             2011/4/28 作成 

 


